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連結関係書類に係る会計監査人の監査報告書（謄本）
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計算書類に係る会計監査人の監査報告書（謄本）



 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
   



 

監 査 報 告 書 
 

当監査役会は、令和５年４月１日から令和６年３月３１日までの第１９期事業年度の取締

役の職務の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告

書を作成し、以下のとおり報告いたします。 
 
１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容 
（１）監査役会は、当期の監査の方針、監査計画等を定め、各監査役から監査の実施状況及

び結果について報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況

について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。 
（２）各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、当期の監査の方針、監査

計画等に従い、インターネット等を経由した手段も活用しながら、取締役、監査部そ

の他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるととも

に、以下の方法で監査を実施しました。 
①取締役会、経営会議その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の

執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めるとともに意見を表明し、重

要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査

いたしました。また、子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及

び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。 
②事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保

するための体制その他株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保

するために必要なものとして会社法施行規則第１００条第１項及び第３項に定める体

制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部

統制システム）について、監査役会が定めた内部統制システムに係る監査役監査の実施

基準に準拠し、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報

告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。 
③会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検

証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応

じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確

保するための体制」（会社計算規則第１３１条各号に掲げる事項）を「監査に関する品

質管理基準」（企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じ

て説明を求めました。なお、監査上の主要な検討事項については、ＥＹ新日本有限責

任監査法人と協議を行うとともに、その監査の実施状況について報告を受け、必要に

応じて説明を求めました。 
 
以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸

借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並び

に連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結

注記表）について検討いたしました。 
 

監査役会の監査報告書（謄本）



２．監査の結果 
（１）事業報告等の監査結果 

①事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示してい

るものと認めます。 
②取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事

実は認められません。 
③内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内

部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘

すべき事項は認められません。 
④平成２８年度に構築した「重大事故リスクマネジメントシステム」を継続的に運用する

ため「重大事故リスクアセスメント」、「安全協議会活動の強化」、「社員教育」を、堅実

に実施していることを確認しております。引き続き、工事に係る安全確保に関する取組

みの継続的な改善については注視して参ります。 
⑤近年、地震、豪雨、台風等の甚大災害が多発していることを踏まえ、事業継続計画（災

害対応編）を支社・事務所・グループ会社においても策定するとともに、当社グループ

における危機対応能力の更なる強化に取り組んでいることを確認しております。引き続

き、防災体制の強化動向等を注視して参ります。 
⑥業務を担う人材の育成と業務低減につながる生産性向上という観点は喫緊の課題であ

ることから、社員が多様な働き方を踏まえ活躍できる環境づくりも含め、引き続き、取

組み状況を注視して参ります。 
（２）計算書類及びその附属明細書の監査結果 

会計監査人ＥＹ新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。 
（３）連結計算書類の監査結果 

会計監査人ＥＹ新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。 
 
 
 

令和６年６月５日 
 

西日本高速道路株式会社 監査役会 
 

常勤監査役（社外監査役） 米   宏 典        
 
 

常勤監査役        松 田  均         
 
 

社外監査役        石 川 哲 夫        
  
 

社外監査役        山 本 ひとみ        
 


